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転移性の異なるマウスがん細胞株におけるグリセロリン脂質代謝酵素遺伝子の発
現
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【背景・目的】近年、ホスファチジルコリン (PC) やホスファチジルエタノールア

ミン (PE) の量的または質的な変化が、がん細胞の増殖を制御することが報告され、

注目を集めている。PC や PE は、細胞膜をはじめとする生体膜の主要な構成成分

であり、その生合成や分解には、リゾリン脂質アシルトランスフェラーゼやホスホ

リパーゼなどの酵素が関わっている。本研究では、PC や PE の生合成に関わるリ

ゾリン脂質アシルトランスフェラーゼの発現量とがん転移の関わりを解明するこ

とを目的とした。【方法】私たちは以前に、マウスの大腸がん細胞株 colon 38 （親

株）を用い、同系マウスの脾臓に移植した際に肝臓への転移能が高い細胞株 colon 
38-SL4 （高転移株）を樹立した。本研究では、親株および高転移株の種々のリゾ

リン脂質アシルトランスフェラーゼ mRNA の発現量を、リアルタイム RT-PCR 法

により比較した。【結果・考察】高転移株では親株と比較して、リゾリン脂質アシ

ルトランスフェラーゼ遺伝子 Lpcat1（別名 Agpat9）、Lpcat2（別名 Agpat11）、Lpcat3
（別名 Mboat5）および Lpcat4（別名 Agpat7, Lpeat2）の発現量が有意に低いことが

分かった。LPCAT1 ～ LPCAT4 はいずれも、リゾ PC から PC の生合成を触媒す

る活性があると報告されている点が類似している。また、LPCAT3 と LPCAT4 は、

リゾ PE から PE の生合成活性も持つ。今後、高転移株にこれらの遺伝子を強制発

現させた細胞株や、親株でこれらの遺伝子破壊を行った細胞株を作成し、in vitro や

マウス in vivo における性質を解析する予定である。 


